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・『特定分の解消」を口実に来年10月から3年で支給額を2.5%削減

◎来年の通常国会に法案提出(新年金法案は2013年に国会提出）

○来年の通常国会への法案提出に向けて検討　

△引き続き検討

・後期高齢者医療制度の看板をかけかえて高齢者差別をする「新制度」導入

・高額療養費制度について年収３００万円相あの世帯に配慮して一部拡充

・高額療養費制度の抜本的見直しとセットで外来受診時に定額負担導入

・70～74歳の患者負担を1割→2割に倍増(来年度は見送り、再来年度は検討）

・医師が処方する医薬品の患者負担引き上げ

●法改訂なしに実施

・65歳以上の低所得者向けに保険料の軽減強化(1300億円）

・国民健康保険を都道府県単位化し市町村独自の保険料軽減廃止(3700億円）

・所得水準の高い国保組合への国庫補助削減

・国保の都道府県単位化とセットで低所得者向け保険料軽減拡充(2200億円)

・医師が行う高度な医療行為を特定の看護師に肩代わりさせる仕組みの導入

・生活援助の提供時間の60分→45分への削減

・施設の居住費軽減を受ける人が家などの資産を持つ場合の負担増

・高所得者への支給額を削減

・年収320万円以上もしくは383万円以上の人の利用料を1割→2割に増額

医

 
 
 
 
 

 
療

介
 

 
 
 
 
護

・施設に入居する要介護1・2の人の利用料引き上げ

・要支援1・2の人の利用料を1割→2割に倍増

・ケアプラン作成の有料化(要介護者は月1000円、要支援者は月500円）

・施設に入居する要介護1・2の人の減らすために利用料引き上げ

・来年度見送る利用料値上げや、要支援者向けサービス見直しを2015年度に実施

・介護労働者の賃上げのための国費を削減(1400億円)誌保険料などのアップ

・市町村による調査強化

・各医療保険が納める40～64歳の保険料を人数割から所得割に変更

・来年度から基礎年金の国庫負担2分の1を将来の消費税増税で担保

年
 
 
 
 
金

生
活
保
護

・その後、「マクロ経済スライド」で毎年約0.9％削減

・共済年金の給付引き下げ・保険料引き上げ

・68～70歳に支給開始年齢を引き上げ

・消費税増税で賄う最低保障年金などの新年金制度創設(2013年に法案）

・消費税増税と引き換えで低所得者への加算や受給資格期間の短縮などの実施

・求職者支援制度の訓練不受講・欠席で保護の停廃止を検討

・医療費の自己負担導入や、保護費の引き下げなどの制度改悪
そ

の

他

「一体改革」素案　社会保障部分の主な項目

・医療・介護・保育などの合計利用料に上限を設ける「総合合算制度」創設

・『総合合算制度』の前提としての税と社会保障の共通番号制度導入

・産休期間中の保険料負担免除

・短時間労働者に厚生年金、被用者保険(医療・介護)の適用拡大

・第3号被保険者制度の見直し・在職老齢年金の見直し

・公的責任を放棄する「こども・子育て新システム」創設

民
主
党
は
１
６
日
、「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
調
査
会
と
税
制
調

査
会
の
合
同
総
会
を
国
会
内
で
開
き
、

政
府
・
民
主
党
が
年
内
策
定
を
め
ざ

す
「
一
体
改
革
大
綱
素
案
」
に
盛
り

込
む
社
会
保
障
部
分
の
最
終
案
を
了

承
し
ま
し
た
。
年
金
額
の
大
幅
削
減

や
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
増
な
ど

社
会
保
障
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
段
階

的
・
連
続
的
に
改
悪
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野

連
続
引
き
下
げ

年
金
で
は
「
特
例
水
準
の
解
消
」

を
口
実
に
支
給
額
を
３
年
で
２
・
５

％
引
き
下
げ
る
法
案
を
来
年
の
通
常

国
会
に
提
出
す
る
と
決
定
。
そ
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
を
発
動
し
て
毎
年
約
０
・
９

％
ず
つ
連
続
的
に
引
き
下
げ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
中
長
期
的
課
題
と
し
て

支
給
開
始
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
も
検
討

す
る
と
明
記
し
ま
し
た
。

介
護
で
は
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
の
利
用

料
引
き
上
げ
な
ど
「
給
付
の
重
点
化
」
の
法
案

を
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
方
向
で
検
討

す
る
と
し
ま
し
た
。
来
年
法
案
化
し
な
い
事
項

も
２
０
１
５
年
度
実
施
を
念
頭
に
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
、「
給
付
の
重
点
化
」

の
中
身
と
し
て
、
要
支
援
者
の
利
用
料
倍
増
を

含
む
利
用
者
負
担
増
を
６
項
目
示
し
て
い
ま
す
。

医
療
で
は
、
７
０
〜
７
４
歳
の
患
者
負
担
倍

増
を
来
年
度
は
見
送
る
も
の
の
、
１
３
年
度
以

降
の
取
り
扱
い
は
再
度
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
や
低
所
得
者

へ
の
加
算
な
ど
は
消
費
税
増
税
と
引
き
換
え
で
、

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
の
重
い
消
費
税
増
税
へ
の

「
逆
進
性
対
策
」
と
の
位
置
づ
け
で
す
。

“
消
費
税
増
税
で
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
”

と
い
う
ご
ま
か
し
は
破
綻
。
大
増
税
の
上
に
社

会
保
障
は
切
り
捨
て
る
と
い
う
最
悪
の
計
画
で

す
。今

後
、
民
主
党
内
の
議
論
は
消
費
税
増
税
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
移
り
ま
す
。

政
府
の
暴
挙
許
さ
な
い

全
日
本
年
金
者
組
合

冨
田
浩
康
書
記
長
の

話

民
主
党
政
権
は
年
金
支
給
額
の
２
・
５
％

引
き
下
げ
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
物
価
が
下
が
っ

て
い
る
と
い
い
ま
す
が
、
生
鮮
食
品
な
ど
は
高

止
ま
り
で
、
低
所
得
高
齢
者
の
個
人
住
民
税
非

課
税
措
置
は
な
く
な
り
、
医
療
や
介
護
の
保
険

料
は
上
が
る
一
方
。
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
る
ば

か
り
で
す
。
引
き
下
げ
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ

ん
。高

齢
者
の
唯
一
の
命
綱
で
あ
る
年
金
を
奪
う

改
悪
は
、
憲
法
２
５
条
の
国
民
の
最
低
限
の
生

活
を
保
障
す
る
国
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で

す
。
政
府
の
暴
挙
を
許
さ
な
い
運
動
を
全
国
で

広
げ
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
２
月
１
７
日(

土)

総
務
省
は
２
０
日
、
２
０
１
１
年
の
政
党
助

成
金
（
年
総
額
３
１
９
億
４
２
０
０
万
円
）
の

最
終
分
と
し
て
総
額
７
９
億
８
５
４
９
万
円
を

民
主
、
自
民
、
公
明
、
み
ん
な
、
社
民
、
国
民

新
、
た
ち
あ
が
れ
日
本
、
新
党
日
本
、
新
党
改

革
の
９
党
に
交
付
し
ま
し
た
。
９
党
は
、
３
月

の
東
日
本
大
震
災
・
原
発
災
害
後
も
国
民
の
税

金
で
あ
る
政
党
助
成
金
を
受
け
取
り
続
け
、「
政

党
助
成
金
を
復
興
財
源
に
」
と
の
世
論
に
背
を

向
け
ま
し
た
。

政
党
助
成
金
は
受
け
取
り
を
請
求
し
た
政
党

に
年
４
回
４
、
７
、､
１
０
、
１
２
月)

に
分
け

て
交
付
さ
れ
ま
す｡

最
終
分
の
内
訳
は､

▽
民
主

党
４
２
億
６
４
７
万
円
▽
自
民
党
２
５
億
２
８

６
７
万
円
▽
公
明
党
５
億
６
８
８
３
万
円
▽
み

ん
な
の
党
２
億
７
９
０
７
万
円
▽
社
民
党
１
億

９
０
５
７
万
円
▽
国
民
新
党
９
８
９
２
万
円
▽

た
ち
あ
が
れ
日
本
４
９
１
４
万
円
▽
新
党
日
本

３
３
９
３
万
円
▽
新
党
改
革
２
９
８
５
万
円(
千

円
以
下
切
り
捨
て)

｡

日
本
共
産
党
は
、
支
持
政
党
に
か
か
わ
り
な

く
国
民
の
税
金
が
各
党
に
配
分
さ
れ
る
政
党
助

成
金
は
憲
法
に
定
め
る
思
想
・
信
条
の
自
由
を

侵
す
と
し
て
、
一
貫
し
て
廃
止
を
主
張
し
、
受

け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
１
２
月
２
１
日(

水)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

年 金 大 幅 減 介 護 負 担 増

東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

民
主
党
が
社
会
保
障
改
悪
案

政
党
助
成
金

７
９
億
円
を
９

党
に
交
付

最
終
分
「
復
興
財
源
に
」
の

世
論
に
背

日
本
共
産
党
は
廃
止
を
主
張



当初予算額 最終予算額 決算額 地方交付税額
平成17年度 3,220,000 3,227,542 3,132,540 1,418,069

平成18年度 3,195,000 3,212,017 2,975,576 1,366,152
平成19年度 3,100,000 3,316,390 3,015,614 1,452,446
平成20年度 3,000,000 3,564,659 2,921,855 1,500,624
平成21年度 2,922,000 3,791,916 3,412,752 1,516,304
平成22年度 3,181,000 ? 3,884,528 1,645,168
平成23年度 3,467,000 ‒ ‒ ‒

三宅町当初予算額と最終予算額、決算額、地方交付税額の推移(単位千円） 予
算
編
成

国
の
来
年
度
予
算
は
９
０

兆
３
３
３
９
億
円
、
３
月
の

東
日
本
の
震
災
、
東
電
福
島

原
発
事
故
の
対
策
費
は
特
別

扱
い
、
新
年
度
予
算
に
組
み

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
来
年
度
予
算

も
現
在
準
備
さ
れ
、
１
月
に

査
定
さ
れ
、
３
月
議
会
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
宅
町
も
平
成
２
４
年
度

の
予
算
方
針
も
例
年
ど
お
り

１
２
月
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
の
と
お
り
、
地
方
交
付
税

も
例
年
ど
お
り
出
す
と
政
府

は
言
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
ま

で
の
「
第
２
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
の
続
き
を
「
第
３
次

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
で
一
層

職
員
の
削
減
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
が
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

国
も
「
一
体
改
革
」
で
社

会
保
障(

医
療
・
介
護
保
険
・

年
金
・
保
育
・
生
活
保
護)

の
改
悪
を
行
い
、
住
民
負
担

を
行
い
、
さ
ら
に
消
費
税
率

の
ア
ッ
プ
を
行
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
生
活
を
守

る
た
め
に
声
を
上
げ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
宅
町

池
田

年
夫

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

長
年
、
保
育
所
勤
め
を
し

て
い
た
せ
い
な
の
で
し
ょ
う

か
、
そ
れ
と
も
只
、
子
ど
も
っ

ぽ
い
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
、

私
は
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
ク

リ
ス
マ
ス
に
な
れ
ば
心
が
う

き
う
き
し
、
サ
ン
タ
さ
ん
が

贈
り
物
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
の
で
す
。

で
も
先
日
、
本
当
に
素
敵

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
頂
け
た
の

で
す
。
私
が
今
ま
で
数
回
取

り
組
ん
で
き
た
若
者
の
集
い

で
す
が
、
今
回
は
仲
間
も
協

力
し
て
く
れ
た
「
ク
リ
ス
マ

ス
の
出
会
い
」
で
独
身
の
男

女
十
二
人
が
集
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
の
若
者

で
、
と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

私
も
歳
を
忘
れ
、
語
り
あ
い
、

カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
・
・

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

そ
の
中
で
高
田
か
ら
来
た

と
い
う
数
人
の
若
者
達
に

「
私
、
高
田
の
保
育
所
で
働

い
て
い
た
の
よ
、
ひ
よ
っ
と

し
て
教
え
子
が
い
た
り
し
て
・
・
」

と
言
う
と
本
当
に
居
た
の
で

す
。
「
私
、
○
○
保
育
所
で

し
た
」
と
言
う
女
性
が
。

「
ア
ッ
！
○
○
ち
ゃ
ん
や
！
」

私
は
思
わ
ず
飛
び
上
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
よ
く
見
る

と
顔
に
面
影
が
あ
り
、
母
親

の
顔
も
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

実
に
二
十
八
年
振
り
の
再

会
で
す
。
彼
女
は
今
、
他
市

で
昔
の
私
と
同
じ
保
育
士
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
、
更
に

嬉
し
く
感
激
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
サ
ン
タ
さ
ん
の
素
敵

な
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
感
謝
で
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

越
年今

年
も
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
ね
。
や
り
残
し
た
事
は

有
り
ま
せ
ん
か
。
年
を
重
ね

る
に
連
れ
て
、
一
年
が
早
く

感
じ
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
先
日
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

参
加
反
対
と
原
発
撤
去
を
求

め
る
二
つ
の
署
名
で
、
町
内

を
回
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
だ

い
ぶ
と
年
配
の
方
で
し
た
が
、

「
一
年
は
早
は
ん
な
ぁ
。
け

ど
、
一
日
は
結
構
長
は
ん
ね

ん
で
。
」
と
、
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
応
じ
て
頂

き
ま
し
た
。

対
話
は
、
暮
ら
し
の
先
行

き
を
憂
う
声
へ
と
続
き
ま
す
。

年
金
、
医
療
、
教
育
、
若
者

の
雇
用
問
題
。
ど
れ
を
と
っ

て
も
深
刻
の
度
合
い
が
増
す

ば
か
り
で
す
。

先
の
十
二
月
議
会
で
も
、

国
保
と
介
護
保
険
の
問
題
で
、

十
分
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

町
と
し
て
は
出
来
る
だ
け
住

民
負
担
が
嵩
ま
な
い
よ
う
に
、

努
力
し
て
い
る
取
り
組
み
に

対
し
て
、
負
担
を
か
ぶ
せ
る

ば
か
り
の
国
の
姿
勢
に
、

「
国
費
を
も
っ
と
支
弁
す
る

べ
き
」
と
、
町
長
も
声
を
上

げ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
は
、

庶
民
の
役
に
立
つ
政
治
そ
の

物
で
す
。
そ
の
実
現
に
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

今
年
も
一
年
お
付
き
合
い

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
に
か
と
慌
た
だ
し

い
年
の
瀬
で
す
が
、
お
体
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
頂
き

ま
し
て
、
ど
う
ぞ
、
良
き
新

年
を
お
迎
え

下
さ
い
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

南
小
学
校
の
給
食
そ

の
後十

二
月
議
会
で
、
南
小
学

校
給
食
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

「
調
理
」
と
「
食
器
の
洗

浄
、
清
掃
、
厨
芥
の
処
理
」

だ
け
を
民
間
委
託
す
る
町
の

方
法
は
、
業
務
請
負
契
約
違

反
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
？

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
教

育
長
は
「
県
教
育
委
員
会
に

相
談
し
て
、
偽
装
請
負
に
あ

た
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
」

と
強
弁
す
る
の
み
で
し
た
。

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会

に
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ

「
正
規
の
業
務
請
負
契
約
な

の
か
、
私
ど
も
が
言
え
る
立

場
に
な
い
。
県
教
委
は
、
情

報
を
提
供
し
て
い
る
の
み
」

と
い
う
全
く
無
責
任
な
立
場

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

偽
装
請
負
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
の
は
奈
良
労
働
局
で

す
。
そ
の
奈
良
労
働
局
は
、

「
町
か
ら
食
材
の
提
供
を
受

け
て
調
理
だ
け
す
る
。
毎
日

食
材
を
町
か
ら
購
入
す
る
。

な
ど
は
偽
装
請
負
に
あ
た
る
」

と
明
確
で
す
。
滋
賀
県
湖
南

市
、
兵
庫
県
丹
波
市
で
は
労

働
局
と
相
談
し
て
民
間
委
託

を
断
念
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
委
員
長

は
、
「
県
教
委
と
奈
良
労
働

局
両
方
に
相
談
さ
れ
て
再
度

委
員
会
で
説
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
指
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
の
こ
と
を

第
一
に
考
え
る
教
育
委
員
会

で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工


